























































Hylozoism and Morphogenesis : meanings and developments in the advanced art and design




































のは、ノー バー ト・ウィー ナー Norbert Wienerである。彼の1948年





















































































































































































































































































































図7　 Hylozo ic Soi l、“Hylozo ic Soi l -geotext i le 
installations 1995-2007”
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7．生物を模倣すること：結論にかえて
　生物から学ぶことは、人間が歴史のなかで常に行ってきたもの
である。進化した高等生物から原始的な構造の生物までの様々
な形状や機能は、人工物の中にも取り入れられてきた。このことに
立ち返りながら、新しい視点での取り組みがあり、これまでに述べ
てきた研究やデザイン、ア トーの分野でも活かされている。
　生物学、化学、物理学、数学、コンピュ ター・サイエンス、デザイ
ン、建築なども含めて、それぞれ独立しながら、全体としては緩や
かだが、大きな領域を形成している。この様な流れを、文化的な
観点からも含めて総称しうる概念の例として、生物模倣＝バイオミ
ミクリbiomimicryがある。
　biomimicryは、生物学者、作家のジャニ ンー・ベニュスJanine 
Benyusが提唱した言葉である。語源としては、ギリシャ語でbios
は「生命」を、mimesisは「模倣する」であり、生物を研究し、その
性質、構造などをエミュレ トーし、技術やデザインに活かし、サステ
ナビリティー を実現していくものである。そして、この言葉は、新しい
キ ワー ドーとなり、一つの越境的な領域を形成しているし、また影
響は様 な々方面に広がっている。
13）
　人間は、多くのものを自然から学んできたし、またそれをモデルと
してきた。それは、本稿でも言及したような常に時代の先端を切り
拓いてきたコンピュ ター・サイエンス、映像、ア トー、デザインでも、生
物がモデルになっていることにも、その一端を見ることができるだ
ろう。
　ここでとりあげた「物活論」と「形態発生」は、最近のア トー、デ
ザインのなかで見られたコンセプトの例である。これらのことが登
場してきた背景を歴史的にたどってみると、生物や自然と強く結び
つているのがわかる。
　生物の38億年の歴史は長く、地球の環境と合理性をもって存
在してきた。このことに注目し、体系化するのはまだ始まったばかり
である。しかし本稿でも採り上げたように、映像にしろ、コンピュー タ
にしろ、新素材にしろ、19世紀末から20世紀を通して21世紀に
至る現代社会を構成するもののかなりのものが、すでに生物と何
かしら関連しているものである。
　古代の思想に見られる自然への尊敬と畏怖の入り混じった感
情は正しかったのであり、この僅か数百年ほどの産業社会で失
われてきた自然への思考や方法からの転換が、先端のア トー、デ
ザインでも顧みられているのである。
　この芸術表現に見られる一連の流れは単なる自然回帰ではな
く、われわれの生存に関わりながら発展する原理的なものと考えら
れる。
